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(57)【要約】
【課題】充電スタンドを利用した十分な情報提示効果を
図ることが可能な充電システムを提供することを目的と
する。
【解決手段】充電スタンド２と、広告管理サーバ３と、
広告配信端末５とが互いに情報を送受信する充電システ
ム１において、充電スタンド２は、広告管理サーバ３を
介して広告配信端末５から送信される広告情報を表示し
、広告管理サーバ３は、充電スタンド２から送信される
車両情報又はユーザ情報に対応する購入履歴情報を記憶
部１５から取り出し、その購入履歴情報に基づいてユー
ザの商品に対する嗜好を分析し、その分析結果である嗜
好情報を広告配信端末５に送信し、広告配信端末５は、
広告管理サーバ３から送信される嗜好情報に対応する広
告情報を広告管理サーバ３を介して充電スタンド２に送
信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　充電スタンドと、広告管理サーバと、広告配信端末とが互いに情報を送受信する充電シ
ステムであって、
　前記充電スタンドは、
　　前記広告管理サーバを介して前記広告配信端末から送信される広告情報を表示する第
１の表示手段と、
　　前記充電スタンドを利用している車両を特定するための車両情報又は前記充電スタン
ドを利用しているユーザを特定するためのユーザ情報を取得して前記広告管理サーバに送
信する情報取得手段と、
　を備え、
　前記広告管理サーバは、
　　前記車両情報又は前記ユーザ情報と、前記ユーザにおける商品の購入履歴を示す購入
履歴情報とを対応付けて記憶する第１の記憶手段と、
　　前記充電スタンドから送信される前記車両情報又は前記ユーザ情報に対応する前記購
入履歴情報を前記第１の記憶手段から取り出し、その購入履歴情報に基づいて前記ユーザ
の商品に対する嗜好を分析し、その分析結果である嗜好情報を前記広告配信端末に送信す
る分析手段と、
　　前記広告配信端末から送信される前記広告情報を送信する広告管理手段と、
　を備え、
　前記広告配信端末は、前記広告管理サーバから送信される嗜好情報に対応する前記広告
情報を前記広告管理サーバに送信する
　ことを特徴とする充電システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の充電システムであって、
　前記広告管理手段は、複数の前記広告配信端末からそれぞれ送信される広告料のうち、
最も高い広告料に対応する前記広告情報を送信する
　ことを特徴とする充電システム。
【請求項３】
　請求項１に記載の充電システムであって、
　前記広告配信端末は、
　　前記嗜好情報と前記広告情報とを対応付けて記憶する第２の記憶手段と、
　　前記広告管理サーバから送信される嗜好情報に対応する前記広告情報を前記第２の記
憶手段から取り出して前記広告管理サーバに送信する広告配信手段と、
　を備えることを特徴とする充電システム。
【請求項４】
　請求項１に記載の充電システムであって、
　前記広告配信端末は、
　　前記広告管理サーバから送信される嗜好情報を表示する第２の表示手段と、
　　前記第２の表示手段に表示される嗜好情報を閲覧した前記広告配信端末の操作者によ
り作成された前記広告情報又は予め作成される複数の前記広告情報の中から前記操作者に
より選択された前記広告情報を前記広告管理サーバに送信する広告配信手段と、
　を備えることを特徴とする充電システム。
【請求項５】
　請求項１に記載の充電システムであって、
　複数の前記充電スタンドと情報を送受信するとともに、前記広告管理サーバと情報を送
受信する充電管理サーバを備え、
　前記充電管理サーバは、
　　前記複数の充電スタンドからそれぞれ送信される、前記充電スタンドを特定するため
の充電スタンド情報と前記車両情報又は前記ユーザ情報とを対応付けて記憶する第３の記
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憶手段と、
　　前記広告管理サーバを介して前記広告配信端末から前記広告情報とともに送信される
前記車両情報又は前記ユーザ情報に対応する前記充電スタンド情報を前記第３の記憶手段
から取り出し、その充電スタンド情報により特定される充電スタンドに前記広告情報を送
信する充電管理手段と、
　を備えることを特徴とする充電システム。
【請求項６】
　請求項１に記載の充電システムであって、
　前記分析手段は、前記購入履歴情報に示される複数の商品のうち、前記ユーザの購入回
数が最も多い商品を前記嗜好情報として前記広告配信端末に送信する
　ことを特徴とする充電システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両へ電力を供給する充電スタンドを備える充電システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　充電スタンドからプラグインハイブリット自動車や電気自動車などの車両へ、電力を供
給するとともに、店舗の広告、観光情報、交通情報、又は生活情報などを配信する充電シ
ステムがある（例えば、特許文献１及び特許文献２参照）。このような充電システムでは
、ユーザに情報が提示される場合に限って充電料金を割り引くようにしたり、車両への充
電量により推測される走行距離に応じた観光情報、交通情報、又は生活情報をユーザに提
示したりすることが行われている。
【０００３】
　しかしながら、ユーザに提示される情報は、ユーザの嗜好に合った情報になっておらず
、充電スタンドを利用した十分な情報提示効果が図れていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１１４９８８号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１４８２６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、充電スタンドを利用した十分な情報提示効果を図ることが可能な充電システ
ムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の充電システムは、充電スタンドと、広告管理サーバと、広告配信端末とが互い
に情報を送受信する充電システムであって、前記充電スタンドは、前記広告管理サーバを
介して前記広告配信端末から送信される広告情報を表示する第１の表示手段と、前記充電
スタンドを利用している車両を特定するための車両情報又は前記充電スタンドを利用して
いるユーザを特定するためのユーザ情報を取得して前記広告管理サーバに送信する情報取
得手段とを備え、前記広告管理サーバは、前記車両情報又は前記ユーザ情報と、前記ユー
ザにおける商品の購入履歴を示す購入履歴情報とを対応付けて記憶する第１の記憶手段と
、前記充電スタンドから送信される前記車両情報又は前記ユーザ情報に対応する前記購入
履歴情報を前記第１の記憶手段から取り出し、その購入履歴情報に基づいて前記ユーザの
商品に対する嗜好を分析し、その分析結果である嗜好情報を前記広告配信端末に送信する
分析手段と、前記広告配信端末から送信される前記広告情報を送信する広告管理手段とを
備え、前記広告配信端末は、前記広告管理サーバから送信される嗜好情報に対応する前記
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広告情報を前記広告管理サーバに送信する。
【０００７】
　これにより、ユーザの嗜好に合った広告をユーザに提示することができるため、充電ス
タンドを利用した十分な情報提示効果を図ることができる。
　また、前記広告管理手段は、複数の前記広告配信端末からそれぞれ送信される広告料の
うち、最も高い広告料に対応する前記広告情報を送信するように構成してもよい。
【０００８】
　また、前記広告配信端末は、前記嗜好情報と前記広告情報とを対応付けて記憶する第２
の記憶手段と、前記広告管理サーバから送信される嗜好情報に対応する前記広告情報を前
記第２の記憶手段から取り出して前記広告管理サーバに送信する広告配信手段とを備える
ように構成してもよい。
【０００９】
　また、前記広告配信端末は、前記広告管理サーバから送信される嗜好情報を表示する第
２の表示手段と、前記第２の表示手段に表示される嗜好情報を閲覧した前記広告配信端末
の操作者により作成された前記広告情報又は予め作成される複数の前記広告情報の中から
前記操作者により選択された前記広告情報を前記広告管理サーバに送信する広告配信手段
とを備えるように構成してもよい。
【００１０】
　また、前記充電システムは、複数の前記充電スタンドと情報を送受信するとともに、前
記広告管理サーバと情報を送受信する充電管理サーバを備え、前記充電管理サーバは、前
記複数の充電スタンドからそれぞれ送信される、前記充電スタンドを特定するための充電
スタンド情報と前記車両情報又は前記ユーザ情報とを対応付けて記憶する第３の記憶手段
と、前記広告管理サーバを介して前記広告配信端末から前記広告情報とともに送信される
前記車両情報又は前記ユーザ情報に対応する前記充電スタンド情報を前記第３の記憶手段
から取り出し、その充電スタンド情報により特定される充電スタンドに前記広告情報を送
信する充電管理手段とを備えるように構成してもよい。
【００１１】
　また、前記分析手段は、前記購入履歴情報に示される複数の商品のうち、前記ユーザの
購入回数が最も多い商品を前記嗜好情報として前記広告配信端末に送信するように構成し
てもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、車両へ電力を供給する充電スタンドを備える充電システムにおいて、
充電スタンドを利用した十分な情報提示効果を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態の充電システムを示す図である。
【図２】充電システムの全体の動作の流れを示すシーケンス図である。
【図３】ＰＯＳシステムの記憶部に記憶されるテーブルの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は、本発明の実施形態の充電システムを示す図である。
　図１に示す充電システム１は、複数の充電スタンド２と、広告管理サーバ３と、充電管
理サーバ４と、複数の広告配信端末５とを備える。
【００１５】
　複数の充電スタンド２は、それぞれ、ショッピングセンターやコンビニエンスストアな
どの充電施設の駐車場などに設置され、充電施設内の商用電源から得られる電力をケーブ
ルを介してプラグインハイブリット自動車や電気自動車などの車両６に供給する。
【００１６】
　また、充電スタンド２及び車両６は、それぞれ、無線又は有線の通信手段を備えており
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、充電スタンド２からケーブルを介して車両６に電力が供給されると、車両６から充電ス
タンド２へ車両６を特定するための車両情報が送信される。このとき車両６から充電スタ
ンド２へ送信される車両情報は、車両６への充電量に応じた充電料金を課金する際に行わ
れる車両６の認証処理において、車両６から充電スタンド２へ送信される車両情報を利用
してもよい。
【００１７】
　また、充電スタンド２は、充電スタンド２を利用するユーザを特定するためのユーザ情
報が書き込まれているＩＣカードからそのユーザ情報を読み取るためのＩＣカードリーダ
ー７と、充電管理サーバ４から送信される広告表示依頼に含まれる広告情報を表示するデ
ィスプレイ８（第１の表示手段）と、車両６から送信される車両情報又はＩＣカードリー
ダー７により読み取られるユーザ情報を充電管理サーバ４に送信する制御部９（例えば、
ＣＰＵが搭載される制御ボードなど）と、充電管理サーバ４から送信される広告表示依頼
に含まれる割引情報と車両情報又はユーザ情報とが印字される割引券を発行する発行部１
０とを備える。なお、割引情報は、例えば、二次元バーコードとして広告情報とともにデ
ィスプレイ８に表示されてもよい。このように構成する場合、例えば、ユーザが携帯電話
で二次元バーコードに示されるＵＲＬのサイトにアクセスすると、その携帯電話の画面に
割引情報が表示されるようにしてもよい。また、特許請求の範囲に記載される情報取得手
段は、例えば、ＩＣカードリーダー７や制御部９により構成されてもよい。
【００１８】
　充電管理サーバ４は、充電スタンド管理会社などに設置され、記憶部１１（第３の記憶
手段）と、充電管理部１２（充電管理手段）とを備える。
　また、充電管理サーバ４は、複数の充電スタンド２からそれぞれ送信される、車両情報
又はユーザ情報と、充電スタンド２を特定するための充電スタンド情報とを対応付けて記
憶部１１に記憶する。
【００１９】
　また、充電管理部１２は、広告管理サーバ３から広告表示依頼とともに送信される車両
情報又はユーザ情報に対応する充電スタンド情報を記憶部１１から取り出し、その充電ス
タンド情報により特定される充電スタンド２に広告表示依頼を送信する。
【００２０】
　広告管理サーバ３は、ＰＯＳシステム１３（分析手段）と、広告管理部１４（広告管理
手段）とを備える。
　ＰＯＳシステム１３は、各広告配信端末５からそれぞれ送信される、車両情報又はユー
ザ情報と、ユーザの商品の購入履歴を示す購入履歴情報とを対応付けて記憶する記憶部１
５とを備える。なお、記憶部１５に記憶される車両情報又はユーザ情報や購入履歴情報は
、広告配信端末５以外から取得するように構成してもよい。
【００２１】
　また、ＰＯＳシステム１３は、車両情報又はユーザ情報を充電管理サーバ４から受信す
ると、その車両情報又はユーザ情報に対応する購入履歴情報を記憶部１５から取り出し、
その取り出した購入履歴情報に基づいてユーザの商品に対する嗜好を分析し、その分析結
果である嗜好情報を所定の広告配信端末５に送信する。
【００２２】
　広告管理部１４は、複数の広告配信端末５からそれぞれ送信される広告表示依頼に含ま
れる広告料のうち、最も高い広告料を含む広告表示依頼を充電管理サーバ４に送信する。
　複数の広告配信端末５は、それぞれ、ショッピングセンター内の各店舗やコンビニエン
スストアで販売される商品を製造する各メーカーに設置されるものであって、記憶部１６
（第２の記憶手段）と、広告配信部１７（広告配信手段）と、ディスプレイ１８（第２の
表示手段）とを備える。
【００２３】
　広告配信端末５は、嗜好情報と、その嗜好情報に関連する広告情報とを対応付けて記憶
部１６に記憶しておく。例えば、広告配信端末５は、嗜好情報としての商品「ＡＡＡ」と
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、広告情報としての「割引券をお持ち頂いた方又は割引情報が表示されている携帯電話の
画面を見せて頂いた方、商品「ＡＡＡ」を２０％ＯＦＦ」とを対応付けて記憶部１６に記
憶したり、嗜好情報としての商品「ＳＳＳ」と、広告情報としての「割引券をお持ち頂い
た方又は割引情報が表示されている携帯電話の画面を見せて頂いた方、商品「ＳＳＳ」を
１０％ＯＦＦ」とを対応付けて記憶部１６に記憶しておく。
【００２４】
　広告配信部１７は、広告管理サーバ３から車両情報又はユーザ情報とともに送信される
嗜好情報に対応する広告情報を記憶部１５から取り出し、その広告情報、割引情報、及び
広告料を含む広告表示依頼と車両情報又はユーザ情報とを対応付けて記憶部１６に記憶す
るとともに、その広告表示依頼と車両情報又はユーザ情報とを広告管理サーバ３に送信す
る。
【００２５】
　また、広告配信端末５は、ユーザの割引情報の利用時にその割引情報とともに示される
車両情報又はユーザ情報と、その割引情報の利用時の購入履歴情報とを広告管理サーバ３
に送信する。
【００２６】
　なお、広告配信端末５は、広告管理サーバ３から送信される嗜好情報をディスプレイ１
８に表示してもよい。このように構成する場合、広告配信端末５の操作者は、ディスプレ
イ１８に表示される嗜好情報を閲覧した後、広告情報を作成したり、予め作成していた複
数の広告情報の中から所望な広告情報を選択する。そして、広告配信部１７は、その作成
された広告情報又は選択された広告情報を含む広告表示依頼を広告管理サーバ３に送信す
る。
【００２７】
　図２は、充電システム１の全体の動作の流れを示すシーケンス図である。
　まず、ユーザが充電スタンド２から延びるケーブルを車両６に接続した後、充電スタン
ド２の充電開始ボタンを押すなどして、充電スタンド２から車両６への電力供給が開始さ
れると、充電スタンド２は、車両情報又はユーザ情報を取得し（Ｓ１）、その車両情報又
はユーザ情報と、充電スタンド情報とを充電管理サーバ４に送信する。
【００２８】
　次に、充電管理サーバ４は、充電スタンド２から送信される車両情報又はユーザ情報と
、充電スタンド情報とを対応付けて記憶部１１に記憶し（Ｓ２）、その車両情報又はユー
ザ情報を広告管理サーバ３に送信する。
【００２９】
　次に、広告管理サーバ３のＰＯＳシステム１３は、充電管理サーバ４から送信される車
両情報又はユーザ情報と一致する情報が記憶部１５に存在するか否かの照合を行う。存在
しない場合、ＰＯＳシステム１３は、その車両情報又はユーザ情報と、その車両情報又は
ユーザ情報が新規情報である旨を示す嗜好情報とを各広告配信端末５にそれぞれ送信する
。一方、存在する場合、ＰＯＳシステム１３は、その車両情報又はユーザ情報に対応する
購入履歴情報を記憶部１５から取り出して、その購入履歴情報に基づいて、ユーザの嗜好
を分析するとともに、その分析結果である嗜好情報に関連する広告配信端末５を複数の広
告配信端末５から選出し（Ｓ３）、その車両情報又はユーザ情報と嗜好情報とを、選出し
た広告配信端末５に送信する。なお、このとき、店舗やメーカーが嗜好情報の提供の対価
として情報料を充電スタンド管理会社や充電施設に支払うように構成してもよい。
【００３０】
　次に、広告配信端末５は、広告管理サーバ３から送信される嗜好情報に対応する広告情
報を記憶部１６から取り出し（Ｓ４）、その広告情報、割引情報、及び広告料を含む広告
表示依頼と車両情報又はユーザ情報とを広告管理サーバ３に送信する。
【００３１】
　次に、広告管理サーバ３は、複数の広告配信端末５からそれぞれ送信される広告表示依
頼のうち、最も高い広告料を含む広告表示依頼を求め（Ｓ５）、その広告表示依頼と車両
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情報又はユーザ情報とを充電管理サーバ４に送信する。
【００３２】
　次に、充電管理サーバ４は、広告管理サーバ３から送信される車両情報又はユーザ情報
に対応する充電スタンド情報を記憶部１１から取り出し（Ｓ６）、その充電スタンド情報
により特定される充電スタンド２に広告表示依頼を送信する。
【００３３】
　次に、充電スタンド２は、充電管理サーバ４から送信される広告表示依頼に含まれる広
告情報をディスプレイ８に表示するとともに、広告表示依頼に含まれる割引情報を割引券
に印字してその割引券を発行したり、割引情報を示す二次元バーコードをディスプレイ８
に表示する（Ｓ７）。
【００３４】
　次に、広告配信端末５は、ユーザにより利用された割引情報とともに示される車両情報
又はユーザ情報が記憶部１６に存在するか否かを確認し（Ｓ８）、その車両情報又はユー
ザ情報と購入履歴情報とを広告管理サーバ３に送信する。なお、ユーザにより利用された
割引情報とともに示される車両情報又はユーザ情報が記憶部１６に存在するとき、割引情
報が利用されたことの対価として成果報酬を店舗やメーカーが充電スタンド管理会社や充
電施設に支払うように構成してもよい。
【００３５】
　そして、広告管理サーバ３は、広告配信端末５から送信される、車両情報又はユーザ情
報と購入履歴情報とを対応付けて記憶部１５に記憶する（Ｓ９）。
　図３は、車両情報又はユーザ情報や購入履歴情報を記憶部１５に記憶する際に、車両情
報又はユーザ情報や購入履歴情報が格納されるテーブルの一例を示す図である。
【００３６】
　図３に示すテーブル３０は、複数のレコード３１（３１－１、３１－２、・・・３１－
７）からなり、各レコード３１は、それぞれ、商品を購入した日時を格納する日時領域３
２、車両情報又はユーザ情報を格納するＩＤ領域３３、商品を購入した店舗名又は購入し
た商品のメーカー名を格納する店舗名／メーカー名領域３４、購入した商品名を格納する
商品名領域３５、購入した商のカテゴリ名を格納する商品カテゴリ領域３６、購入した商
品の金額を格納する商品金額領域３７からなる。なお、各レコード３１を構成する領域は
図３に示す各領域に限定されない。
【００３７】
　例えば、レコード３１－１の日時領域３２、ＩＤ領域３３、店舗名／メーカー名領域３
４、商品名領域３５、商品カテゴリ領域３６、及び、商品金額領域３７には、それぞれ、
「２００９／１／１」、「ＩＤ０００１」、「Ａ」、「ＳＳＳ」、「１０」、「５００」
が格納されている。
【００３８】
　例えば、図３に示すテーブル３０が記憶部１５に記憶されており、充電管理サーバ４か
ら広告管理サーバ３に車両情報又はユーザ情報として「ＩＤ０００２」が送信される場合
を考える。
【００３９】
　まず、広告管理サーバ３のＰＯＳシステム１３は、テーブル３０の各レコード３１のう
ち、ＩＤ領域３３が「ＩＤ０００２」であるレコード３１－２、３１－３、３１－６を抽
出し、それらレコード３１－２、３１－３、３１－６を分析することにより、商品カテゴ
リ「２０」の商品「ＡＡＡ」が最も多く購入されている旨の嗜好情報を作成し、その嗜好
情報を「ＩＤ０００２」とともにその嗜好情報に関連する、すなわち、商品「ＡＡＡ」を
取扱う店舗「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」のそれぞれの広告配信端末５に送信する。
【００４０】
　次に、店舗「Ａ」の広告配信端末５は、嗜好情報に対応する広告情報として「割引券を
お持ち頂いた方又は割引情報が表示されている携帯電話の画面を見せて頂いた方、商品「
ＡＡＡ」を２０％ＯＦＦ」を記憶部１６から取り出し、その広告情報、割引情報「商品「
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ＡＡＡ」を２０％ＯＦＦ」、及び広告料「２０００円」を含む広告表示依頼を「ＩＤ００
０２」とともに広告管理サーバ３に送信する。
【００４１】
　また、店舗「Ｂ」の広告配信端末５は、嗜好情報に対応する広告情報として「割引券を
お持ち頂いた方又は割引情報が表示されている携帯電話の画面を見せて頂いた方、商品「
ＡＡＡ」を１５％ＯＦＦ」を記憶部１６から取り出し、その広告情報、割引情報「商品「
ＡＡＡ」を１５％ＯＦＦ」、及び広告料「１５００円」を含む広告表示依頼を「ＩＤ００
０２」とともに広告管理サーバ３に送信する。
【００４２】
　また、店舗「Ｃ」の広告配信端末５は、嗜好情報に対応する広告情報が記憶部１６にな
いことを確認すると、一般ユーザ向けの広告情報として「割引券をお持ち頂いた方又は割
引情報が表示されている携帯電話の画面を見せて頂いた方、商品「ＡＡＡ」を１０％ＯＦ
Ｆ」を記憶部１６から取り出し、その広告情報、割引情報「商品「ＡＡＡ」を１０％ＯＦ
Ｆ」、及び広告料「１０００円」を含む広告表示依頼を「ＩＤ０００２」とともに広告管
理サーバ３に送信する。
【００４３】
　次に、広告管理サーバ３の広告管理部１４は、最も高い広告料「２０００円」を含む広
告表示依頼、すなわち、店舗「Ａ」の広告配信端末５から送信される広告表示依頼を「Ｉ
Ｄ０００２」とともに充電管理サーバ４に送信する。
【００４４】
　次に、充電管理サーバ４は、「ＩＤ０００２」に対応する充電スタンド情報を記憶部１
１から取り出し、その充電スタンド情報により特定される充電スタンド２に広告表示依頼
を送信する。
【００４５】
　そして、充電スタンド２は、広告表示依頼に含まれる広告情報「割引券をお持ち頂いた
方又は割引情報が表示されている携帯電話の画面を見せて頂いた方、商品「ＡＡＡ」を２
０％ＯＦＦ」をディスプレイ８に表示するとともに、広告表示依頼に含まれる割引情報「
商品「ＡＡＡ」を２０％ＯＦＦ」が印字される割引券を発行部１０から発行したり、広告
表示依頼に含まれる割引情報に対応する２次元バーコードをディスプレイ８に表示する。
【００４６】
　これにより、充電スタンド管理会社や充電施設は、より多くの広告料を店舗やメーカー
から徴収することができる。
　また、ユーザは、より割引率の高い割引券などを利用することができる。そのため、ユ
ーザがその割引券を利用する確率が高くなるため、店舗やメーカーの売り上げを向上させ
ることができる。
【００４７】
　また、広告料の一部で充電料金をまかなうように構成することにより、ユーザは無料で
車両６の充電を行うことができる。そのため、ユーザによる充電施設の再利用率を高める
ことができる。
【００４８】
　このように、本実施形態の充電システム１では、ユーザの嗜好に合った広告をユーザに
提示することができるため、充電スタンド２を利用した十分な情報提示効果を図ることが
できる。
【００４９】
　なお、上記実施形態では、嗜好情報に関連した広告配信端末５に嗜好情報が送信される
構成であるが、嗜好情報に関連していない広告配信端末５にも嗜好情報が送信されるよう
に、すなわち、全ての広告配信端末５に嗜好情報が送信されるように構成してもよい。例
えば、商品カテゴリ「２０」の商品「ＡＡＡ」が最も多く購入されている旨の嗜好情報を
店舗「Ｄ」の広告配信端末５にも送信してもよい。この場合、店舗「Ｄ」は商品カテゴリ
「２０」の商品「ＡＡＡ」を仕入れ、その店舗「Ｄ」の広告配信端末５は広告表示依頼を
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できる。
【００５０】
　また、上記実施形態では、充電スタンド２は複数存在するが、充電スタンド２は１つで
もよい。このように構成する場合、充電スタンド２と広告管理サーバ３との間で情報を直
接送受信することができるため、充電管理サーバ４を省略することができ充電システム１
を簡略化することができる。
【符号の説明】
【００５１】
１　充電システム
２　充電スタンド
３　広告管理サーバ
４　充電管理サーバ
５　広告配信端末
６　車両
７　ＩＣカードリーダー
８　ディスプレイ
９　制御部
１０　発行部
１１　記憶部
１２　充電管理部
１３　ＰＯＳシステム
１４　広告管理部
１５　記憶部
１６　記憶部
１７　広告配信部
１８　ディスプレイ
３０　テーブル
３１　レコード
３２　日時領域
３３　ＩＤ領域
３４　店舗名／メーカー名領域
３５　商品名領域
３６　商品カテゴリ領域
３７　商品金額領域
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